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早稲田大学新設医学部の県畜産試験場跡地への誘致に関する決議

本県の人口10万人当たりの医師数は，全国平均の230.4人（平成22年）に対し，

166.8人と全国最下位クラスの46位に低迷しており，この状況が長年にわたり続い

ている。

特に県北，鹿行地域等の医師数については，全国平均の半分にも達していない。

このような医師の絶対数の不足により，今後，全ての県民が等しく十分な医療

を受けられないことも危惧され，県民の将来への不安が高まっている。

この危機的な状況において，県としては，厳しい財政状況の中，年間10億円以

上もの予算を措置し医師確保に努めているが，現状は依然として困難なものとな

っている。

こうしたなか，本県の中央部に位置する笠間市には，医学部の立地に適した県

畜産試験場跡地（県有地：約35ヘクタール）があり，当該地に医師不足解消を図

るため，早稲田大学新設医学部を誘致することは，先進・高度医療や研究機関と

しての拠点が形成され，近隣の県立中央病院をはじめ県内医療機関との連携とあ

いまって，本県の医師確保，医療体制の充実及び医療水準の向上に極めて有効で

ある。

よって，茨城県議会は，早稲田大学新設医学部の県畜産試験場跡地への誘致を

強く求めるものである。

以上，決議する。

平成２４年６月 日

茨 城 県 議 会
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